
紫
式
部
集
の
原
形

－
　
日
　
記
重
複
部
分
　
に
　
つ
　
い
　
て

は
じ
め
に

r
紫
式
部
集
J
の
原
形
が
紫
式
部
日
揮
の
家
集
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
家
の
御
研

暫
よ
。
、
現
在
ほ
ぼ
動
か
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
存
の
諸

伝
本
は
転
写
の
問
に
異
同
を
生
じ
、
集
原
形
の
復
元
に
種
々
の
困
難
を
伴
う
こ

と
、
他
の
私
家
集
の
場
合
と
異
な
ら
な
い
。
特
に
集
の
後
半
部
に
お
い
て
は
、

諸
本
問
で
歌
の
出
入
が
生
じ
、
歌
序
を
異
に
す
る
部
分
が
あ
る
他
、
別
に
第
二

類
古
本
系
付
載
「
日
記
歌
」
な
る
も
の
も
存
在
す
る
な
ど
、
r
紫
式
部
日
記
」
と

重
複
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
か
ら
み
あ
っ
て
、
複
雑
な

様
相
を
呈
し
て
い
る
。

現
存
す
る
『
紫
式
部
集
』
の
伝
本
は
、
第
一
類
定
家
自
筆
本
系
統
、
第
二
類
古

本
系
統
嘉
三
期
別
本
系
統
に
分
け
ら
れ
軍
こ
れ
ら
三
系
統
に
は
歌
数
、
歌
序
、

本
文
の
異
同
が
存
す
る
が
、
諸
本
共
通
の
欠
脱
が
あ
る
等
の
こ
と
に
よ
午
同

一
の
原
本
か
ら
発
し
、
転
写
の
過
程
で
増
補
・
錯
簡
・
脱
落
等
の
こ
と
が
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
へ
聖
池
田
亀
鑑
氏
は
、
こ
の
異
本
が
生
じ
た
時
期

を
藤
原
蒙
書
写
山
前
、
即
ち
平
安
時
代
末
期
に
湖
る
で
あ
ろ
う
と
言
わ
れ
（
也

が
、
南
波
浩
氏
も
、
定
家
に
よ
っ
て
校
定
さ
れ
た
本
が
、
定
家
自
筆
本
系
と
し

て
広
く
世
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
定
家
の
爪
跡
に
触
れ
な

原
　
　
田
　
　
敦
　
　
子

か
っ
た
他
の
一
系
統
本
が
、
古
本
系
と
し
て
、
定
家
本
系
に
対
し
、
異
本
的
存

在
を
示
す
も
の
と
な
ら
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
（
整

定
家
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
本
は
、
お
そ
ら
く
忠
実
か
つ
厳
密
に
伝
写
さ
れ

て
、
そ
の
形
態
が
後
世
に
継
承
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
第
一
類
の
定
家
自

筆
本
系
統
に
あ
っ
て
は
、
定
家
以
前
も
し
く
は
定
家
の
手
に
か
か
っ
た
段
階
で

の
変
容
が
想
定
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
し
か
も
、
定
家
の
時
代
に
は
、
r
紫
式
部
日

記
L
と
称
さ
れ
る
も
の
が
現
存
日
記
と
は
少
し
く
異
な
る
形
態
を
有
し
て
い
た

ら
し
い
。
後
述
の
如
く
、
「
紫
式
部
集
し
の
歌
員
・
歌
序
が
諸
本
間
で
大
き
く
相

違
す
る
の
は
、
日
記
と
重
複
す
る
部
分
で
あ
る
の
で
、
定
家
も
し
く
は
定
家
の

時
代
以
前
の
両
者
の
か
か
わ
り
が
大
き
な
問
題
と
し
て
浮
び
上
っ
て
く
る
。
以

下
の
小
論
で
は
、
こ
の
家
集
後
半
部
の
「
紫
式
部
日
記
L
と
重
複
す
る
部
分
に

つ
い
て
、
増
補
、
脱
落
、
錯
簡
な
ど
の
可
能
性
を
検
討
し
、
家
集
原
形
の
復
元

を
試
み
る
と
共
に
、
現
形
態
に
至
る
ま
で
の
変
容
の
過
程
を
も
合
わ
せ
考
察
し

て
み
た
い
と
思
う
。

な
お
、
第
三
類
別
本
系
統
は
、
言
わ
れ
る
如
く
本
文
が
粗
雑
な
上
、
詞
書
の
記

述
に
あ
た
っ
て
は
、
勅
撰
集
や
「
日
記
歌
」
な
ど
か
ら
よ
り
詳
細
な
も
の
を
転

記
す
る
と
い
う
無
定
見
な
態
度
を
持
し
、
資
料
と
し
た
勅
撰
集
も
r
新
千
載
集
L

を
下
限
と
す
〈
整
従
っ
て
、
そ
の
成
立
は
他
の
二
系
統
よ
り
は
る
か
に
遅
れ
る



の
で
あ
り
、
家
集
原
形
の
複
元
作
業
に
お
い
て
は
、
当
然
考
察
の
対
象
か
ら
除

外
す
る
。
ま
た
、
論
述
に
あ
た
っ
て
、
第
一
顆
、
第
二
類
両
系
統
に
分
岐
後
、

定
家
の
手
に
落
ち
る
ま
で
の
第
一
類
本
を
「
定
家
本
」
と
称
す
る
こ
と
に
は
、

い
さ
さ
か
の
ま
ざ
ら
わ
し
さ
を
伴
う
の
で
、
以
下
、
「
定
家
本
（
系
）
」
「
定
家
自

筆
本
（
系
）
」
「
古
本
（
系
）
」
な
ど
の
名
称
は
用
い
ず
、
す
べ
て
「
第
一
類
本

（
系
）
」
「
第
二
類
本
（
系
）
」
　
の
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。
．

第
一
類
本
、
第
二
類
本
両
系
統
間
の
大
き
な
相
違
点
は
、
第
一
に
、
郁
～
〈
亀

の
法
華
二
十
講
五
巷
の
日
関
係
の
歌
群
の
有
無
と
、
そ
の
後
の
7
5
・
7
6
の
水
鶏

の
贈
答
の
有
無
、
さ
ら
に
は
、
こ
の
付
近
に
お
け
る
両
系
統
の
歌
序
の
違
い
で

あ
り
、
第
二
は
、
寛
弘
五
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
の
宮
仕
え
生
活
中
に
詠
ま
れ

た
1
1
5
～
1
1
9
の
歌
群
の
有
無
で
あ
る
。
日
記
と
重
な
る
家
集
の
部
分
に
、
こ
の
他

の
異
同
は
な
い
。
と
い
う
よ
り
は
、
宮
仕
え
に
出
て
間
も
な
く
の
頃
の
詠
と
思

わ
れ
る
5
7
～
6
0
の
歌
群
が
、
第
二
類
本
で
は
一
連
の
出
仕
後
詠
歌
群
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
は
る
か
後
方
に
位
置
し
て
い
て
、
錯
簡
を
疑
わ
れ
る
以
外
に
は
、
家

集
全
体
を
見
渡
し
て
も
、
こ
の
他
の
大
き
な
異
同
は
な
い
。
即
ち
、
『
紫
式
部
集
L

に
お
い
て
、
第
一
、
二
類
本
で
大
き
く
歌
員
や
歌
序
が
異
な
る
箇
所
は
、
す
べ

て
日
記
と
重
な
る
部
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
家
集
と
日
記

が
重
複
す
る
部
分
、
お
よ
び
そ
の
前
後
の
歌
の
出
入
や
歌
序
の
違
い
を
簡
略
に

表
で
示
す
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

次
表
の
う
ち
、
6
6
～
7
2
は
寛
弘
五
年
五
月
五
目
に
道
長
の
土
御
門
殿
で
行
わ

れ
た
法
華
二
十
講
五
巻
の
日
と
そ
の
翌
暁
に
か
け
て
詠
ま
れ
た
歌
で
、
現
存
日

記
に
は
該
当
箇
所
を
持
た
な
い
が
、
第
二
類
本
付
載
の
「
日
記
歌
」
で
は
最
初

に
位
置
し
て
い
る
。
こ
の
「
日
記
歌
」
は
、
日
記
に
存
し
て
第
二
類
本
家
集
に
は

な
い
歌
を
稜
世
の
編
者
が
増
補
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
小
沢
正
夫
氏
に

よ
っ
て
諭
証
さ
れ
て
い
（
窄
ま
ず
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
右
に
よ
れ
ば
、

現
存
日
記
冒
頭
部
以
前
に
法
華
三
十
講
五
巻
の
昌
の
記
事
が
存
し
た
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
定
家
の
『
明
月
記
』
貞
永
二
年
三
月
二
十
日
条
の
式
子

内
親
王
筆
の
月
次
絵
に
つ
い
て
の
記
述
に
、

件
絵
被
書
十
二
人
之
歌
甥
…
二
五
日
誤
翠
…
：

と
あ
る
五
月
の
暁
の
景
気
が
、
こ
の
法
華
二
十
講
五
巻
の
日
の
翌
暁
に
あ
た
る

で
あ
ろ
う
こ
と
、
「
栄
花
物
語
L
初
花
巻
の
法
華
二
十
講
五
巻
の
目
の
記
事
が
、

敦
成
親
王
誕
生
と
そ
の
祝
儀
の
記
事
と
共
に
r
紫
式
部
日
記
し
の
記
述
に
依
拠

一

9

）

し
た
ら
し
い
こ
と
な
ど
に
支
え
ら
れ
て
、
現
形
首
部
以
前
に
法
華
三
十
講
五
巻

の
日
の
記
事
を
含
む
何
ら
か
の
記
述
が
あ
り
、
そ
れ
が
現
存
日
記
と
共
に
r
紫

式
部
日
記
L
と
呼
ば
れ
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と
考

え
ら
れ
る
。
筆
者
は
先
に
、
こ
の
法
華
三
十
講
五
巻
の
日
と
そ
の
翌
暁
の
記
事
に

加
う
る
に
、
現
存
日
記
で
は
い
わ
ゆ
る
消
息
文
的
部
分
の
後
に
位
置
し
て
年
時

不
明
と
さ
れ
て
い
る
、
中
宮
御
堂
詣
で
の
記
事
、
式
部
と
道
長
の
梅
の
実
の
贈

答
と
水
鶏
の
贈
答
と
を
一
括
し
て
、
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
」
と
仮
称
し
、
も

と
紫
式
部
の
私
的
覚
書
と
し
て
書
か
れ
た
こ
れ
ら
一
連
の
記
事
が
、
現
存
日
記

冒
頭
部
以
前
の
合
綴
さ
れ
て
い
た
時
が
あ
る
と
の
推
定
を
試
み
た
こ
と
が
あ
〈
響

6
6
～
7
2
の
歌
群
を
、
日
記
に
重
複
す
る
部
分
と
し
て
挙
げ
た
所
以
で
あ
る
。

な
お
、
現
存
日
記
で
は
三
番
目
に
位
置
す
る
「
妃
の
国
の
」
　
の
歌
は
、
播
磨

守
の
碁
の
負
態
の
歌
で
あ
っ
て
式
部
自
身
の
歌
で
は
な
い
た
め
、
家
集
に
は
収

載
さ
れ
な
か
っ
た
し
、
逆
に
、
寛
弘
五
年
九
月
十
六
日
夜
、
女
房
舟
遊
び
の
折

に
詠
ま
れ
た
8
8
「
曇
り
な
く
」
　
の
歌
は
、
皇
子
誕
生
の
慶
事
を
光
や
月
影
に
た

と
え
た
点
で
、
前
日
の
五
日
の
産
秦
の
日
の
8
7
「
珍
ら
し
き
」
の
歌
と
類
想
歌

で
あ
る
せ
い
か
、
日
記
に
は
記
さ
れ
る
こ
と
な
く
終
っ
て
い
る
。
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本二

／ ／ ／ （11日1机 9日8日7）（6）／ ／ ／ ／ ／ ／
日
記
歌

／ ／ ／ ⑫ ⑪ ⑧ ⑦ ⑥ ④ ⑬ ⑲ ⑨ ／ ⑤ ．／
日

記

従
来
は
、
第
一
類
本
に
あ
っ
て
第
二
類
本
に
は
存
し
な
い
、
6
6
～
7
2
の
歌
群

（
以
下
、
法
華
三
十
講
歌
群
と
称
す
る
）
、
7
5
・
7
6
の
道
長
と
の
水
鶏
の
贈
答
、

1
1
5
～
1
1
9
の
宮
仕
え
生
活
歌
群
（
以
下
、
「
菊
の
露
」
歌
群
と
称
す
る
）
を
、
第
二

類
本
に
お
け
る
脱
落
と
考
え
て
き
た
が
、
清
水
好
子
氏
が
法
華
三
十
講
歌
群
の

（
第
一
類
本
－
実
践
女
子
大
本
番
号
　
第
二
類
本
－
陽
明
文
庫
本
番
号
）

詞
書
の
精
細
な
検
討
を
通
し
て
、
日
記
に
重
出
す
る
歌
に
つ
き
、
他
人
の
増
補

の
可
能
性
を
論
じ
ら
れ
㌘
り
、
こ
れ
ら
の
歌
群
の
増
補
な
い
し
は
一
部
増
補

を
指
摘
す
る
論
が
多
く
誉
場
し
（
鸞
清
水
氏
は
ま
た
、
こ
の
増
補
の
可
能
性
が

第
一
、
二
類
本
に
共
通
す
る
歌
に
も
及
ぶ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
。



こ
の
清
水
説
を
受
け
た
菅
野
美
恵
子
氏
は
、
家
集
と
日
記
に
重
出
す
る
歌
に
つ

い
て
、
家
集
第
一
、
二
類
本
に
共
通
し
て
存
在
す
る
部
分
と
、
第
一
類
本
に
の
み

存
在
す
る
部
分
と
の
、
合
わ
せ
て
二
度
に
わ
た
る
増
補
を
想
定
さ
れ
た
。
共
通

部
分
に
お
け
る
増
補
に
つ
い
て
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
一
類
本
に
お
け

る
第
二
次
の
増
補
は
、
6
6
～
7
2
、
7
5
・
7
6
、
1
1
5
～
1
1
9
の
す
べ
て
に
わ
た
る
も
の

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
上
田
記
子
氏
は
、
細
部
（
6
9
・
7
0
）
　
に
小
異

は
残
し
っ
つ
も
、
法
華
三
十
講
歌
群
と
7
5
・
7
6
の
水
鶏
の
贈
答
の
第
一
類
本
へ

の
増
補
に
は
賛
意
を
表
さ
れ
、
一
方
、
両
系
統
に
共
通
す
る
歌
と
「
菊
の
霹
」

歌
群
は
、
第
一
、
二
類
本
分
岐
前
の
共
通
の
阻
本
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
た
。

河
内
山
清
彦
氏
は
、
家
集
の
歌
の
勅
撰
集
や
私
撰
集
へ
の
入
集
状
況
か
ら
し
て
、

「
紫
式
部
集
』
は
俊
成
や
定
家
達
に
よ
っ
て
発
掘
さ
れ
る
ま
で
世
上
一
般
に
流

布
す
る
こ
と
な
く
、
し
か
も
俊
成
、
定
家
が
手
に
し
た
の
は
第
二
類
本
で
あ
っ

た
と
の
基
本
的
見
解
に
立
っ
て
、
第
一
類
本
に
あ
っ
て
第
二
類
本
に
な
い
歌
は

す
べ
て
第
一
類
本
編
者
に
よ
る
増
補
で
あ
り
、
6
6
～
6
8
、
7
1
・
7
2
の
法
華
三
十

詩
歌
群
は
今
は
亡
失
し
た
「
前
紫
式
部
日
記
」
か
ら
の
増
補
、
7
5
・
7
6
の
水
鶏

の
贈
答
と
1
1
5
～
1
1
9
の
「
菊
の
露
」
歌
群
は
す
べ
て
『
新
勅
撰
集
』
人
集
歌
で
あ

り
、
家
集
の
詞
書
が
日
記
や
「
日
記
歌
」
と
密
着
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
歌
を
日
記
や
「
日
記
歌
」
に
よ
り
¶
新
勅
撰
集
L
に
入
集
さ
せ
た
定
家
が
、

逆
に
上
記
の
r
新
勅
撰
集
し
人
集
歌
を
紫
式
部
の
家
集
の
中
に
と
ど
め
て
お
こ

う
と
、
増
補
を
は
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ら
れ
た
。
か
く
て
、
第
二
類

本
を
も
と
に
第
一
類
本
を
編
基
し
た
の
は
定
家
そ
の
人
で
あ
り
、
1
新
勅
撰
集
L

入
集
歌
を
第
一
類
本
に
増
補
し
た
際
、
老
齢
病
弱
の
身
の
定
家
が
手
に
し
た
の

は
、
r
紫
式
部
日
記
」
で
は
な
く
、
彼
自
身
が
以
前
に
日
記
を
も
と
に
竺
一
類
本

に
は
な
い
歌
を
抄
出
し
て
お
い
た
、
「
日
記
歌
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
久
保
木
寿
子
氏
は
、
日
記
も
し
く
は
「
前
紫
式
部
日
記
」
に

重
な
る
と
思
わ
れ
る
家
集
の
歌
を
、
㈹
両
系
統
に
共
通
し
て
歌
が
あ
り
、
し
か

も
現
存
日
記
に
対
応
す
る
歌
が
あ
る
も
の
、
㈲
現
存
日
記
と
第
一
類
本
に
共
通

し
て
あ
る
が
、
第
二
類
本
に
は
な
い
も
の
、
F
の
現
存
日
記
に
対
応
す
る
歌
が
な

い
も
の
、
の
現
存
日
記
に
の
み
見
え
る
も
の
、
の
四
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、

そ
の
詞
書
の
比
較
検
討
か
ら
、
紬
・
椒
・
粉
の
三
段
階
三
次
に
わ
た
る
後
人
増

補
の
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
た
。

ま
た
、
清
水
論
文
を
明
ら
か
に
視
野
に
入
れ
た
ご
れ
ら
の
論
と
は
別
に
、
夙

く
福
島
律
子
氏
は
、
第
一
、
二
類
本
で
歌
序
の
和
達
し
て
い
る
箇
所
が
主
と
し

て
「
日
記
歌
」
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
に
着
目
し
て
、
第
二
類
本
に
俊
成

が
「
日
記
歌
」
を
付
載
し
て
お
い
た
俊
成
所
持
本
を
祖
本
と
し
て
、
琴
一
類
本

に
み
ら
れ
る
年
代
順
的
配
列
を
考
え
、
「
日
記
歌
」
の
部
分
を
整
理
改
編
し
た
の

が
第
一
類
本
で
あ
り
、
そ
の
改
編
者
は
お
そ
ら
く
定
家
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る

仮
説
を
提
出
し
て
お
ら
れ
（
響

以
上
、
畢
尭
す
る
に
、
問
題
は
、
家
集
と
日
記
の
重
複
箇
所
の
う
ち
、
第
一
．
、

二
類
本
共
通
部
分
の
増
補
の
可
能
性
の
有
無
と
、
第
一
類
本
独
自
部
分
の
全
体

ま
た
は
部
分
の
、
一
回
的
も
し
く
は
段
階
的
な
増
補
の
可
能
性
の
有
無
、
と
い

う
点
に
絞
ら
れ
て
こ
よ
う
。
一
つ
一
つ
の
解
釈
は
容
易
で
は
な
い
が
、
ま
ず
は

詞
書
の
詳
細
な
検
討
か
ら
始
め
ね
ば
な
る
ま
い
。

二

家
集
第
一
、
二
顆
本
に
共
通
す
る
歌
が
日
記
に
重
出
す
る
甥
合
に
は
、
家
集

の
詞
書
と
日
記
の
地
の
文
と
の
間
に
微
妙
な
違
い
が
見
ら
れ
、
日
記
の
文
章
に

は
、
家
集
の
詞
書
と
は
異
な
っ
た
作
者
の
思
惟
や
あ
か
ら
さ
ま
な
感
情
の
片
鱗

が
写
し
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
〈
響
清
水

好
子
氏
は
、
8
7
「
珍
ら
し
き
」
の
詠
歌
事
橘
が
日
記
の
記
す
と
こ
ろ
と
家
集
の



詞
書
と
で
は
多
少
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
家
集
の
あ
る
箇
所
の
詞
書
や
排
列

に
他
人
の
作
為
が
認
め
ら
れ
る
事
例
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
討
、
後
述
す

る
如
く
、
逆
に
こ
う
し
た
微
妙
な
差
違
こ
そ
が
、
他
人
の
手
の
介
在
を
否
定
す

る
証
左
と
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
河
内
山
清
彦
氏
は
、
家
集
第
一
、
二
類

本
共
通
歌
で
日
記
に
重
出
す
る
7
7
・
7
8
・
8
7
・
8
9
・
9
0
・
細
の
六
首
の
詞
書
と
、

日
記
の
地
の
文
を
比
較
検
討
し
て
、
「
同
じ
詠
作
状
況
を
説
明
し
な
が
ら
も
、

片
方
が
他
方
に
取
材
し
た
よ
う
な
密
着
性
を
示
す
同
文
関
係
な
い
し
は
縮
約
現

象
は
存
在
せ
ず
、
同
一
の
作
者
（
経
験
者
）
で
あ
る
が
ゆ
え
に
可
能
と
言
え
る
、

日
記
と
歌
集
の
形
式
の
相
違
に
応
じ
た
自
在
な
書
き
変
え
が
な
さ
れ
、
む
し
ろ

（16）

微
妙
な
姐
酷
さ
え
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。
従
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
家
集
第
一
、
二
類
本
に
共
通
し
て
存
在
す
る
歌
は
、
や
は
り
、
式
部
自

身
の
手
に
よ
っ
て
集
中
に
置
か
れ
た
と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
第
一
類
本
に
の
み
存
し
て
第
二
類
本
に
は
な
い
法
華
二
十

講
歌
群
に
は
、
後
人
増
補
の
跡
が
顕
著
で
あ
る
。
前
掲
清
水
氏
の
御
論
で
は
、

法
華
三
十
講
五
巻
の
日
と
そ
の
翌
暁
の
歌
6
6
～
7
2
の
第
一
類
本
詞
書
が
時
と
し

て
不
必
要
な
程
冗
長
で
あ
っ
た
り
、
反
面
説
明
不
足
で
あ
っ
た
り
で
、
よ
く
吟

味
整
理
さ
れ
た
も
の
と
は
言
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
到
底
紫
式
部
の
文
章
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
後
人
の
補
人
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
こ
の
詞
書
の
背
後
に
詞
書
作

者
を
束
縛
牽
制
し
た
r
紫
式
部
日
旦
巨
の
存
在
を
想
定
さ
れ
て
い
る
。
6
7
の
詞

書
「
菖
蒲
の
香
今
め
か
し
う
匂
ひ
来
れ
ば
」
が
、
「
か
が
り
火
の
」
の
歌
に
不
必

要
で
あ
る
こ
と
、
6
8
の
詞
書
「
公
ご
と
に
言
ひ
ま
ざ
ら
は
す
を
」
は
、
何
を
そ

の
よ
う
に
「
言
ひ
ま
ざ
ら
は
」
し
た
の
か
、
ま
た
、
．
「
向
ひ
た
ま
へ
る
人
」
が
一

体
誰
な
の
か
、
い
ず
れ
も
こ
の
ま
ま
で
は
不
明
で
あ
る
こ
と
等
々
、
一
々
首
肯

す
べ
き
御
指
偏
で
あ
っ
て
、
法
華
二
十
詩
歌
群
に
関
す
る
限
り
、
．
第
．
－
類
本
の

後
人
補
入
は
ま
ず
動
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
歌
群
に
関
し
て
は
、
諸
家
の

誠
も
殆
ん
ど
後
人
補
人
に
傾
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
問
題
は
な
い
と
も

言
え
る
が
、
．
第
二
類
本
に
何
故
6
9
「
影
見
て
も
」
の
歌
一
首
の
み
が
載
せ
ら
れ

て
お
り
、
第
二
類
本
付
載
の
「
日
記
歌
」
か
ら
朗
・
7
0
の
二
首
が
抜
け
落
ち
て

い
る
の
か
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

今
井
源
衛
氏
は
、
第
二
類
本
が
「
影
見
て
も
」
一
首
を
残
し
て
他
の
六
首
を

欠
く
の
は
脱
落
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
こ
の
歌
の
第
二
類
本
の
詞
書
が
第
一
類
本

と
い
ち
じ
る
し
く
異
な
っ
て
簡
単
で
あ
る
の
は
、
、
こ
の
部
分
の
損
傷
が
詞
書
に

も
及
ん
で
い
た
た
め
、
後
に
適
当
に
補
っ
た
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
言
わ
れ
（
響
第
一
類
本
の
方
を
古
形
と
す
る
御
説
は
と
も
か
く
、
第
二
類

本
詞
書
の
補
修
の
可
能
性
に
言
及
さ
れ
た
の
は
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
菅

野
美
恵
子
氏
は
、
第
二
類
本
に
は
「
影
見
て
も
」
の
歌
の
返
歌
が
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
第
二
類
本
編
者
が
最
初
か
ら
「
影
見
て
も
」
の
歌
を
独
詠
歌

と
し
て
記
載
し
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
と
は
別
に
、
第
一
類
本
に
お
け
る
法
華

三
十
講
歌
群
の
増
補
も
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
上
田
記
子
氏
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
通
り
、
別
の
系
統
本
に
お
け
る
増
補
が
同
じ
箇
所
で
生
じ
る
と
い
う
の
は
、

偶
然
が
過
ぎ
よ
う
。

上
田
氏
は
ま
た
、
日
記
に
重
複
す
る
歌
で
両
系
分
岐
前
の
家
集
祖
本
に
収
め

ら
れ
て
い
た
と
推
定
㌢
れ
る
歌
は
、
日
記
の
資
料
に
も
滋
っ
た
文
反
故
、
備
忘

録
の
類
か
ら
別
人
が
収
録
し
た
と
の
考
え
に
立
っ
て
、
こ
の
祖
本
に
は
6
9
・
7
0

の
贈
答
が
収
め
て
あ
っ
た
が
、
両
系
分
岐
前
に
ま
ず
7
0
の
返
歌
と
詞
書
が
脱
落

し
て
、
第
二
類
本
で
は
6
9
の
歌
と
詞
書
の
み
が
受
け
つ
が
れ
、
第
一
類
本
で
は
、

脱
落
の
跡
を
残
し
て
継
承
さ
れ
て
い
た
も
の
を
手
に
し
た
編
者
が
、
家
集
に
大

量
の
脱
落
が
あ
る
と
早
合
点
し
て
、
日
記
か
ら
柿
～
6
8
の
歌
と
詞
書
、
6
9
の
詞

書
、
7
0
～
7
2
の
歌
と
詞
書
せ
切
り
取
っ
て
増
補
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
推
定
さ

れ
た
。
筆
者
は
、
家
集
祖
本
に
あ
っ
て
第
一
、
二
類
本
に
共
通
す
る
歌
を
別
人
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歌

ね な何 か や な うぬ か影 が り澄 幾 か 五妙
は 事 が め ペ き　り ご見 身 火 め 千 が つ な
裸 と．み 草 て 添 居 ． とて か の る 代 り の り
にあ る今世 はて が も な ま池 す 火 巻 や
あや 日の る涙 ま一憂 　 ぱの まの の 今
ま　め ま憂 ら　ぐ し　き ゆ底 む 影 合 日
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そで るか い水 お落 も　ら ぞFが 法 の
絶 今 根 る づ の と　ち 憂 す ぬ も五

え　日 は る れ面 か添 き　か 池 日
せ も い あ ぞ に な ひ

、て

わ が 水

に

・ と
て

返
明

返
下 た ろ た よや れ さ　さ公． し畳 そ れ土

第

頬

か りれ ほ れ り　う て ま　しご うよ＿の り御

し う し ㌢ 甘 甥 〈 ’も＿と 匂 り夜 　 し門

な よ思 に ひ も ’ に殿
れ ’放 り空 る明 はふ 言 釆底 地 に
ぱ な ち 。の水 け ひ こ　ひ 　 れ まの て
入 がて中 気 を行 の と　ま ば で か

り め お 少色 ’く ほ も　ぎ さが
ぬ
0
長

ゐ し’≒　　 高 は どの ら や り
た下 の秋 欄 ど を　L は か 火 講 本

宮し　　 の　　 に △
、口

なに ．の
き 0 た み霞 お ’ いふ を る ’ 五
根 まの に さ渡 た ま　 ’ に御 巻

五

集

詞
を へ 格 もへ 敢 う　じ向 ’燈
包 り子 霧 てに 心 き　ひ 菖 明
み 0 を に ’来 深 か た 蒲 の 月 去
て も　う　も　して げ た ま の 光 　 五 l∃

ろ ち劣 ば ’ に ちへ 香 り 日
とた ら　し局 思 ’る 今 合 に
もた ぬ 兄 の ひ あ 人 め ひ あ
に き こゐ下 乱 り　は かて た

返
へ れ五 高 士 ．（ お ぐ と　この池 思 の つ 三

第

りば 月 欄 御 第 ほ ま ’と光 の ひ御 ら十

し 0 人 五 に門 二 や れ か少 り水 やた む 講

中 り　日 お院 顆 け け た な あの ら．め 提 の
少 ぬ ’ L に 本 －′′ る は く　ひ ’れ に婆 五
将　 0 も かて 家 と しは て た てや 品 巻

の い ろ か ’集 に う ’ ’だ ’を ’
頬

ゴロ 思
長 も P

て 水 書
口
ひ
思 か よの の ふ 月 本

き　に 兄 の） ま ひ し　り下 実 に五 付

根 眺 る上 ぎ め う も に も ’日 戟

をめ に な ら ぐも　さ ’ ひ阿 な 日
包 あ る は らあや か ろ私 り 記
み か 渡 す す り　かが ひ仙　 0 歌
て　し 殿 を にぬ な　り お よ今 詞
て の

大
′ヾ　　 J′ か 羞

し ’ 賛 ’き　を に せ も　し 日
出 あ 子 納 ま　を見 み け ’も

で か に ・≡さ
Fl
づ り ’あ む こあ

た う ゐ の ぞ か思 か との た
ま　な て 君 涙 なふ し ’殿 り

－　6　－



の
収
録
だ
と
す
る
上
田
氏
の
御
説
に
は
基
本
的
に
賛
し
な
い
が
、
も
し
氏
の
言

わ
れ
る
如
く
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
は
別
人
の
収
録
と
い
う
よ
り
は
増
補
と
す
る

べ
き
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
編
者
は
か
な
り
自
由
な
態
度
で
増
補
す
べ
き
歌
を
選

択
し
、
集
中
の
随
所
に
配
列
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
る
人

物
で
、
し
か
も
日
記
の
資
料
に
も
な
っ
た
文
反
故
、
備
忘
録
の
顆
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
人
物
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
紫
式
部
そ
の
人
に
限
り
な
く

近
づ
い
て
ゆ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
人
物
が
、
6
9
の
第
二
類
本

詞
書
に
見
え
る
「
土
御
門
院
」
の
如
き
、
日
記
に
も
家
集
に
も
登
場
せ
ず
、
従

っ
て
紫
式
部
の
用
語
と
は
思
わ
れ
な
い
呼
称
を
用
い
る
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ

な
い
。
岡
一
男
氏
は
、
こ
の
「
土
御
門
院
」
な
る
呼
称
が
行
成
の
r
権
記
し
な

ど
に
散
見
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当
時
の
男
子
の
用
語
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
〈
響
「
土
御
門
院
」
と
い
う
語
は
・
小
右
記
：
・
左
経
記
－
に
も
時
と

し
て
見
え
る
が
、
和
文
系
の
文
章
に
は
、
「
土
御
門
殿
」
（
大
鏡
・
栄
花
物
語
）
、

「
京
極
殿
」
（
枕
草
子
・
栄
花
物
語
・
赤
染
衛
門
集
・
出
羽
弁
集
）
、
「
上
東
門

院
」
（
栄
花
物
語
）
と
あ
っ
て
、
「
土
御
門
院
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
る
と
、
少
な
く
と
も
、
「
影
見
て
も
」
の
現
存

第
二
類
本
の
詞
書
に
男
性
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
の
は
、
間
違
い
あ
る
ま
い
。

こ
こ
で
基
本
的
な
問
題
に
立
返
っ
て
み
る
と
、
「
影
見
て
も
」
の
歌
が
第
一
、

二
類
本
に
共
通
し
て
存
在
す
る
と
い
う
事
実
か
ら
し
て
、
他
の
場
合
と
同
じ
く
、

家
集
の
原
形
に
「
影
見
て
も
」
の
歌
、
も
し
く
は
こ
の
歌
を
含
む
法
華
三
十
講

関
係
の
歌
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
箇
所
の
第
一
、

二
類
本
の
現
形
態
に
差
違
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詞
書
に
い
ず
れ
も
式
部
な

ら
ぬ
他
人
の
手
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
集
の
原
形
に
存
し
た
法
華

三
十
講
関
係
歌
が
何
ら
か
の
損
傷
を
受
け
、
両
系
分
岐
後
に
第
一
、
二
類
本
が

各
自
こ
れ
を
補
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
法
華
三
十
講
歌
群

の
後
補
の
経
緯
を
推
定
す
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
。

家
集
の
原
形
に
は
、
「
影
見
て
も
」
の
歌
の
前
後
に
法
華
二
十
講
関
係
歌
が
収

載
さ
れ
て
い
た
。
現
存
第
一
類
本
に
存
す
る
七
首
全
部
が
収
め
ら
れ
て
い
た
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
早
く
に
こ
の
箇
所
に
損
傷
を
生
じ
、
「
影

見
て
も
」
　
の
歌
一
首
を
残
し
て
、
こ
の
歌
の
詞
書
も
他
の
歌
も
す
べ
て
脱
落
し

て
し
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
共
通
の
祖
本
に
お
い
て
こ
の
歌
の
前
後
に
損
傷
の

跡
が
認
め
ら
れ
た
た
め
、
第
一
、
二
類
本
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
補
修
を
施
し
た
。

そ
の
際
、
両
系
統
本
の
資
料
と
さ
れ
た
の
が
、
法
華
三
十
講
歌
群
を
含
む
（
仮

称
）
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
類
本
は
、
「
影
見
て

も
」
の
詞
書
を
補
う
と
共
に
．
、
前
後
に
六
首
の
歌
と
詞
書
を
と
り
込
ん
だ
が
、

詞
書
の
作
成
に
あ
た
っ
て
原
資
料
に
大
き
く
牽
引
さ
れ
た
た
め
、
歌
の
詞
書
と

し
て
は
著
し
く
冗
長
か
つ
不
備
な
も
の
が
出
釆
上
っ
た
こ
と
は
、
清
水
氏
の
御

指
摘
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
類
本
で
は
法
華
三
十
講
歌
群
の
後
に
、
7
3
・
7
4
の

小
少
将
と
の
水
鶏
の
贈
答
を
は
さ
ん
で
、
7
5
・
7
6
の
道
長
と
の
水
鶏
の
贈
答
が

記
さ
れ
て
い
る
が
、
第
二
類
本
に
は
7
5
・
7
6
の
贈
答
は
な
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら

く
、
第
一
類
本
の
編
者
が
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
」
か
ら
法
華
三
十
講
関
係
の

歌
と
詞
書
を
大
幅
に
補
入
し
た
際
に
、
同
じ
資
料
の
中
に
存
し
た
道
長
と
の
水

鶏
の
贈
答
を
も
共
に
と
り
込
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
「
中
宮
土
御

門
殿
滞
在
記
」
に
含
ま
れ
て
い
た
中
宮
御
堂
詣
で
の
記
事
は
、
法
華
三
十
講
結

願
の
日
の
寛
弘
五
年
五
月
二
十
二
日
と
そ
の
翌
暁
の
も
の
、
樽
の
実
の
贈
答
と

水
鶏
の
贈
答
は
、
同
年
五
月
未
か
ら
六
月
初
旬
に
か
け
て
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

攣
第
一
類
本
水
鶏
の
贈
答
の
詞
書
「
夜
更
け
て
戸
を
た
た
き
し
人
、
翌
朝
」

と
い
う
表
現
は
、
日
記
の
地
の
文

波
殿
に
寝
た
る
夜
、
戸
を
た
た
く
人
あ
り
と
聞
け
ど
、
お
そ
ろ
し
さ
に
、

音
も
せ
で
明
か
し
た
る
つ
と
め
て
、



か
ら
、
傍
線
部
分
を
引
き
出
し
て
愕
成
し
た
と
お
ぼ
し
い
。
右
の
家
集
詞
書
は
、

日
記
の
記
す
と
こ
ろ
か
ら
事
実
関
係
、
．
修
辞
共
に
一
歩
も
出
て
は
い
な
い
の
で

あ
る
。こ
の
あ
た
り
の
第
一
類
本
家
集
の
歌
の
配
列
を
見
る
に
、
法
華
三
十
講
歌
群

末
尾
の
7
1
・
7
2
は
式
部
と
小
少
将
の
君
と
の
あ
や
め
の
贈
答
、
第
二
類
本
と
も

共
通
す
る
7
3
・
7
4
は
同
じ
小
少
将
の
君
と
の
水
鶏
の
贈
答
、
7
7
・
7
8
は
道
長
と

の
女
郎
花
の
贈
答
で
あ
る
。
従
っ
て
、
7
1
・
7
2
と
7
3
・
7
4
は
小
少
将
の
君
と
い

う
贈
答
の
相
手
、
7
3
∴
7
4
と
7
5
・
7
6
は
水
鶏
と
い
う
題
材
、
7
5
・
7
6
と
7
7
・
7
8

は
道
長
と
い
う
贈
答
の
相
手
と
い
っ
た
具
合
に
一
、
連
接
す
る
贈
答
が
共
通
点
を

も
っ
て
鎖
状
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
で
7
5
・
7
6
は
、
∴
日
記
中
の

水
鶏
の
贈
答
を
補
人
す
る
の
に
ま
さ
し
く
う
っ
て
つ
け
の
場
所
で
あ
っ
た
。
同

じ
資
料
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
道
長
と
の
梅
の
実
の
贈
答
が
、
家
集
に
増
補
さ
れ

る
こ
と
な
く
終
っ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
恰
好
の
挿
入
箇
所
を
集
中
に
見
出
し

え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
第
二
類
本
は
、
残
さ
れ
た
歌
が
「
影
見
て
も
」
一
首
で
あ
っ
た
た
め
、

も
と
も
と
家
集
に
は
法
華
三
十
講
関
係
歌
は
こ
の
一
首
だ
け
が
独
詠
歌
と
し
て

収
め
ら
れ
て
い
た
と
判
断
し
、
原
資
料
の
文
章
を
こ
の
一
首
の
み
に
あ
て
は
ま

る
詞
書
に
書
き
改
め
た
。
歌
の
詠
ま
れ
た
場
所
を
「
土
御
門
院
」
と
明
示
す
る

の
も
こ
の
た
め
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
、
こ
の
「
土
御
門
院
」
な
る
呼
称
が
、

男
性
の
編
者
の
存
在
を
暗
に
示
唆
し
て
い
る
。

第
二
二
類
本
は
、
法
華
三
十
講
関
係
歌
の
按
で
大
き
く
歌
序
を
異
に
し
、

現
存
第
二
類
本
が
、
「
影
見
て
も
」
　
の
歌
と
小
少
将
の
君
と
の
水
鶏
の
贈
答
の

間
に
ハ
7
9
・
8
0
の
男
の
夜
敗
れ
を
欺
く
歌
と
、
1
1
6
～
1
1
8
の
小
少
将
死
後
の
哀
悼

歌
群
を
載
せ
る
の
に
対
し
、
第
一
類
本
は
、
7
9
・
8
0
を
道
長
と
の
女
郎
花
の
贈

答
の
後
に
、
1
1
6
～
1
1
8
を
家
集
巻
末
に
置
く
。
こ
れ
は
、
こ
の
部
分
に
脱
漏
を
想

定
し
た
第
二
頬
本
編
者
が
、
そ
の
欠
損
を
第
一
類
本
編
者
の
如
く
日
記
の
側
の

資
料
に
よ
っ
て
埋
め
る
の
で
は
な
く
、
集
中
の
歌
の
置
換
に
よ
っ
て
埋
め
よ
う

と
し
た
の
か
へ
或
い
は
、
上
に
述
べ
た
歌
の
連
環
を
完
成
に
導
く
た
め
に
、
第

一
類
本
編
者
に
よ
っ
て
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ
、
筆
者

に
は
い
ず
れ
と
も
断
定
し
難
い
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
両
系
統
本
の

歌
序
の
差
異
が
、
法
華
三
十
講
関
係
歌
の
補
修
に
原
因
を
有
す
る
こ
と
は
間
違

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

・
な
お
、
「
日
記
歌
」
が
第
二
類
本
に
は
な
い
「
独
り
居
て
」
の
歌
を
収
載
し
な

か
っ
た
の
は
、
こ
の
歌
の
作
者
が
小
少
将
の
君
で
あ
っ
て
式
部
自
身
で
は
な
い

か
ら
で
、
「
影
見
て
も
」
の
贈
歌
を
欠
い
て
返
歌
の
み
を
載
せ
る
ま
で
の
意
義
を

認
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
日
記
現
形
首
部
以
前

に
合
接
さ
れ
て
あ
っ
た
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
」
は
、
後
に
法
華
三
十
講
五

巻
の
日
の
翌
暁
の
記
事
と
桔
願
の
日
の
中
宮
御
堂
詣
で
の
記
事
と
の
間
に
粗
傷

を
生
じ
て
、
両
者
の
接
続
関
係
が
分
ら
な
く
な
る
と
共
に
、
「
廿
二
日
の
暁
」
が

「
十
一
日
の
暁
」
と
誤
ら
れ
て
、
中
宮
御
堂
詣
で
の
記
事
の
年
時
が
不
明
と
な

り
、
遂
に
は
こ
の
記
事
以
後
が
記
事
の
切
れ
目
の
よ
い
現
在
の
位
置
、
即
ち
消

息
文
的
部
分
の
後
に
挿
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
「
日
記
歌
」

が
依
拠
し
た
の
は
、
こ
の
段
階
の
r
紫
式
部
日
記
L
で
あ
っ
（
鸞

三

、
1
1
5
～
1
1
9
の
「
菊
の
露
」
歌
群
は
、
主
家
筋
の
倫
子
や
同
僚
女
醇
と
の
交
渉
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
類
本
に
は
な
い
。

筆
者
は
先
に
、
第
一
、
二
類
本
に
共
通
し
て
存
在
す
る
歌
は
、
家
集
の
原
形

に
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
た
が
、
こ
の
共
通
部
分
に
属
す
る
8
7
の
歌

と
、
「
菊
の
露
」
歌
群
の
最
初
に
位
置
す
る
1
1
5
の
歌
に
は
、
家
集
へ
の
入
集
事
情



119 118 117 116 115

歌

は　う 鴨 浮 ど　　 こ し雲 の 菊
番 ち の　き な　　 と い 問 主 の
ひ 払 上 寝 が　　 わ か な に 露
し　ふ 毛 せ む　　 り に　く 千 若
鴛 友 に　し る　　 の 偲 な 代 ゆ
喬 な さ　水 袖　 時 ぶ が は ば
ぞ き え　の ぞ　 而 る　む ゆ　か
夜 こ ぞ 上 か　　 の 時 る づ　り
は ろ 劣 の わ　 空 雨 空 ら　に
にの ら　み く　　 は な　も む 袖
恋 寝 ぬ 恋 世 ま雲 る　か 触
し覚 し も　も 間 ら　き れ
き　め く な な あ む　く て
に て き　きれ

イ
ら 花

返
た 里

返
よ時 よ 九

第
ま　に り　雨 り　月

し へ 出 し す 賜 九

る　で る へ　日
っ　て 日 る　 ’ 類
い
で 大 小

に　匁
の
本

家

集
に 納 少 綿

lこ1
の

の 上 詞

君

文

君

里

の
御
方

量
目

か
な　し　い 大 表

Eヨ
い暗 く　り　小 と 槍 と　の 九

日

記

は た　と 納 き た　う　ら　ご 少 あ て　り持 日

へ 世 ま 近 言 つ う　なせ と将 れ た わ て ’
し に ひ　う　の ら か　り　ば書 の ば ま　き釆 菊
L　L 臥 君 む す た ’く　君 ’へ て て の

た　け　しの め　る使にの堀がは た　 ’ と た　に　も　 ’’
ひひ ま夜 も る ’い時 文
ぬの　ひ 々 お 濃 た そ雨 お
る恋つ は ぼ 染 ち　ぐの こ
心　しつ ’ え 紙 か　 0 さ　せ
か　き ’御
。も物 前
’語 に

ず lミ瑚 蓋

返
は た近 大

返
紙 立　く　返小 れ ま－の 九

H

記

歌

世 ま　う　納 に　ち　ら　り　少 ばへ 上 月
し にひ 臥言 し 返 せ事将 し　 ’九
L　L　L　の り　ば書 の とし7 日
た けた君
がは　ま　の

い ’く　君
た使 にの

完 主義

ひひ ひ ’
ぬの つ夜
る恋 つ 々

う　も ’文
か急 時 お
す　ぐ雨 こ

重 義聾

心　し ’御
か　き．物 前

め　 。の せ
た（ さ　た

言 訂

も言吾に る中 と　ま 」捨 れ
’り　い 濃略 かへ と　て　 、
な　し　と 染） き　る あた殿

に
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
。
即
ち
、
8
7
は
、
敦
成
親
王
誕
生
五
日
の
産
養
の
夜
、

「
盃
の
を
り
に
、
さ
し
出
づ
」
と
し
て
、
ま
た
1
1
5
は
、
「
九
月
九
日
、
菊
の
綿
を

上
の
御
方
よ
り
賜
へ
る
に
」
と
し
て
、
家
集
中
で
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
場
で
献

詠
さ
れ
た
歌
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
日
記
に
お
い
て
は
、
式
部

が
歌
を
詠
ん
で
奉
ろ
う
と
心
用
意
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
前
者
の
場
合
に
は
、

特
別
な
指
名
も
な
い
ま
ま
公
任
が
退
席
し
て
し
ま
っ
た
と
記
し
、
後
者
の
場
合

に
は
、
倫
子
が
自
分
の
部
屋
の
方
へ
帰
っ
て
し
ま
っ
た
と
聞
い
て
、
歌
は
「
よ

う
な
さ
に
と
ど
め
」
た
と
す
る
。
日
記
の
文
章
に
は
、
精
一
杯
の
賀
歌
を
詠
ん



一
．
・
R
r
∵
∵
や
ろ
う
と
し
た
心
組
み
が
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
無
念
さ
が
揺
曳
す
る

一
へ
り
、
て
基
の
詞
書
は
、
い
ず
れ
も
そ
う
し
た
要
素
を
払
拭
し
て
組
立
て
ら
れ
て
い

る
。
思
う
に
こ
の
こ
と
は
、
編
者
が
事
柄
の
当
事
者
で
あ
る
が
故
に
な
し
え
た

事
実
の
組
み
替
え
で
あ
っ
て
、
編
者
が
他
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
先
行
の
r
紫

式
部
日
記
し
　
の
記
述
に
牽
引
さ
れ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
．1
1
6
・
1
1
7
の
贈
答
の
詞
書
は
、
日
記
の
文
章
か
ら
も
「
日
記
歌
」
の
詞
書
か
ら

も
容
易
に
引
き
出
せ
る
も
の
で
は
あ
る
。
一
方
、
1
1
7
の
歌
の
第
五
句
は
、
第
一

類
本
家
集
で
「
か
わ
く
よ
も
な
き
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
記
と
藤
田
別
本

「
紫
式
部
日
記
絵
詞
」
で
は
「
か
わ
く
か
も
な
き
」
で
あ
り
、
第
二
類
本
本
付
載

「
日
記
歌
」
ぉ
よ
ぴ
「
紫
式
部
日
記
歌
」
は
、
陽
明
文
庫
本
・
本
居
文
庫
本
な

ど
で
は
「
よ
も
な
き
」
、
内
閣
文
庫
本
・
松
平
文
庫
本
で
は
「
ま
も
な
き
」
、
也
足

望
本
．
同
乙
本
で
は
「
ま
ぞ
な
喪
と
、
本
文
の
揺
れ
を
示
す
。
「
日
記
歌
」
諸

本
に
異
同
が
見
ら
れ
る
の
は
、
よ
と
ま
の
誤
写
と
思
わ
れ
る
が
、
第
一
類
本
家
集
、

日
記
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
よ
も
な
き
」
、
「
ま
も
な
き
」
で
統
一
さ
れ
て
い
て
、
諸
本

問
に
本
文
の
異
同
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
歌
は
も
と
も
と
家

集
と
日
記
に
歌
詞
の
異
な
る
形
で
入
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

家
集
1
1
8
の
詞
書
は
、
1
1
8
・
1
1
9
の
贈
答
の
事
情
を
「
里
に
出
で
て
、
大
納
言
の
君
、

文
た
ま
へ
る
つ
い
で
に
」
と
記
す
が
、
日
記
の
文
責
か
ら
こ
う
し
た
詞
書
を
引

き
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
事
柄
の
付
加
が
、
事
情

を
知
ら
ぬ
他
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
は
考
え
難
い
の
で
あ
っ
て
、
1
1
8
・
1
1
9
の

贈
答
は
、
や
は
り
式
部
自
身
の
手
に
よ
っ
て
集
中
に
置
か
れ
た
と
見
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
こ
の
「
菊
の
露
」
歌
群
の
前
後
に
眼
を
転
じ
る
と
、
第
一
類
本
と

第
二
類
本
と
の
間
に
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。

月
見
る
翌
朝
、
い
か
に
言
ひ
た
る
に
か

1
1
4
横
目
を
も
夢
と
言
ひ
し
は
誰
な
れ
や
秋
の
月
に
も
い
か
で
か
は
見
し

＜
1
1
5
～
1
1
9
「
菊
の
霹
」
歌
群
＞

又
、
い
か
な
り
L
に
か

1
2
0
何
ば
か
り
心
づ
く
L
に
な
が
め
ね
ど
見
L
に
暮
れ
ぬ
る
秋
の
月
影

（
第
一
類
本
）

第
二
類
本
で
は
、
右
の
第
一
類
本
か
ら
、
1
1
4
と
1
2
0
の
間
に
、
「
菊
の
露
」
歌
群
と

1
2
0
の
歌
の
詞
書
を
欠
く
形
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
大
き
く
こ
の
部
分
の
前
後

を
見
る
と
、
第
一
、
二
類
本
で
歌
序
を
同
じ
く
し
、
前
に
位
置
す
る
1
0
9
～
1
1
3
は

宣
孝
ら
し
き
男
と
の
贈
答
歌
群
、
後
の
1
2
1
～
1
2
5
は
友
と
の
贈
答
歌
群
で
構
成
さ

れ
る
。
そ
の
う
ち
、
1
0
9
・
1
1
0
は
「
七
月
つ
い
た
ち
こ
ろ
」
に
、
m
・
1
1
2
は
七
月

七
日
に
交
さ
れ
た
も
の
、
1
1
3
は
、
男
が
門
前
を
素
通
り
し
な
が
ら
「
う
ち
と
け

た
ら
ん
を
見
む
」
と
文
を
よ
こ
し
た
の
に
対
し
て
応
酬
し
た
も
の
、
1
2
1
・
1
2
2
は

相
撲
の
節
会
の
日
に
内
裏
で
同
僚
女
房
と
交
し
た
歌
、
1
2
3
～
1
2
5
は
初
雪
の
夕
暮

に
友
と
身
の
憂
さ
を
欺
き
交
し
た
も
の
で
あ
る
。

今
井
源
衛
氏
は
、
も
し
こ
の
中
間
五
首
（
「
菊
の
露
」
歌
群
）
が
増
補
だ
と
す

れ
ば
、
「
又
、
い
か
な
り
L
に
か
」
の
詞
書
を
第
一
類
本
が
何
に
よ
っ
て
記
し
た

か
が
分
ら
な
く
な
る
と
し
て
、
第
一
類
本
の
方
を
本
来
の
形
と
考
え
ら
れ
、
第

二
類
本
で
は
脱
落
損
傷
が
「
又
、
い
か
な
り
L
に
か
」
　
の
詞
書
に
も
及
ん
だ
か
、

あ
る
い
は
、
第
二
類
本
書
写
者
が
こ
の
一
行
を
故
意
に
省
い
た
か
と
考
え
ら
れ

る
と
述
べ
ら
れ
（
懸
こ
れ
に
対
し
、
竹
内
美
千
代
氏
は
、
第
二
類
本
の
形
態
を

自
然
と
し
、
こ
の
箇
所
に
錯
簡
が
生
じ
て
「
何
ば
か
り
」
の
歌
が
後
に
入
り
、

詞
書
が
な
い
の
で
ど
れ
に
で
も
向
く
詞
書
を
つ
け
た
か
、
作
者
自
ら
歌
集
編
纂

の
際
に
所
懐
の
歌
と
し
て
後
に
置
き
詞
書
を
つ
け
た
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う

と
し
て
お
ら
れ
（
響
錯
簡
説
を
と
ら
れ
る
の
は
木
船
重
昭
氏
も
同
じ
で
、
「
又
・
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い
か
な
り
L
に
か
」
　
の
詞
書
に
つ
い
て
は
前
掲
今
井
氏
の
説
を
引
き
つ
つ
も
、

1
2
0
の
歌
が
1
1
4
の
歌
の
次
に
あ
れ
ば
、
1
1
4
の
詞
書
の
「
い
か
に
言
ひ
た
る
に
か
」

と
、
1
2
0
の
詞
書
の
「
又
、
い
か
な
り
L
に
か
」
と
も
、
ご
く
自
然
に
続
く
と
さ

れ
て
い
〈
轡
今
井
氏
の
如
く
、
m
～
1
1
9
の
「
菊
の
露
」
歌
群
と
脚
の
詞
書
の
、

第
二
類
本
に
お
け
る
脱
落
損
傷
を
想
定
す
る
の
な
ら
ば
と
も
か
く
、
1
1
5
～
1
1
9
の

五
首
を
第
一
類
本
に
お
け
る
錯
簡
と
す
る
考
え
方
に
は
、
第
一
類
本
1
2
0
の
詞
書

の
存
在
を
説
明
す
る
上
で
無
理
な
感
じ
が
否
め
な
い
。
機
械
的
な
錯
簡
箇
所
に

後
人
の
手
が
入
っ
て
詞
書
を
つ
け
た
と
い
う
の
も
、
一
つ
の
想
像
で
し
か
あ
り

え
な
い
し
、
ま
た
、
木
船
氏
の
如
く
、
1
1
4
・
1
2
0
の
詞
書
と
歌
が
連
接
す
る
所
に

1
1
5
～
1
1
9
が
錯
簡
に
よ
っ
て
入
っ
た
と
考
え
れ
ば
、
現
存
第
一
類
本
の
形
態
の
説

明
は
容
易
で
あ
っ
て
も
、
第
二
類
本
に
何
故
1
2
0
の
詞
書
が
欠
け
て
い
る
の
か
が

判
然
と
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
第
一
類
本
に
錯
簡
あ
り
と
す
れ
ば
、
第
二
類
本

の
方
に
、
錯
簡
前
の
形
態
の
痕
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
。

河
内
山
清
彦
氏
は
、
次
の
二
点
を
挙
げ
て
、
積
極
的
な
増
補
説
を
展
開
し
て

お
ら
れ
（
響
即
ち
、

H
l
1
5
～
1
1
9
の
歌
群
を
欠
く
第
二
類
本
家
集
で
は
、
1
0
9
「
七
月
つ
い
た
ち
こ
ろ
」

か
ら
捕
「
初
雪
」
の
境
へ
と
、
歌
が
季
節
の
順
序
に
展
開
し
て
い
る
の
に
対

し
、
第
一
類
本
で
は
、
1
0
9
か
ら
凹
ま
で
は
歌
が
季
節
的
時
間
の
進
展
に
沿
っ

て
配
列
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
十
一
月
十
日
前
後
の
1
1
8
・
1
1
9
の
贈
答
か
ら
次

の
1
2
0
に
お
け
る
「
秋
の
月
影
」
を
詠
じ
た
歌
へ
は
季
節
が
つ
な
が
ら
な
い
。

0
疎
遠
に
な
り
か
か
っ
た
男
に
対
し
て
強
が
り
と
と
も
に
同
情
を
求
め
る
気
特

を
織
り
こ
ん
だ
1
2
0
の
歌
は
、
男
の
不
実
を
責
め
る
1
1
4
と
同
時
に
、
「
月
み
る
あ

し
た
」
に
詠
み
送
ら
れ
た
補
完
関
係
に
あ
る
一
連
二
首
で
あ
る
は
ず
で
、
第

一
類
本
の
よ
う
な
配
置
に
な
る
と
、
「
又
、
い
か
な
り
L
に
か
」
と
あ
る
に
よ

り
、
1
2
0
は
1
1
8
・
1
1
9
の
贈
答
の
相
手
大
納
言
の
君
に
送
ら
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
、

歌
意
が
と
れ
な
く
な
る
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、
凍
て
つ
い
た
「
鴫
の
上
毛
」

を
詠
じ
た
後
に
、
「
又
、
…
…
」
と
し
て
「
秋
の
月
影
」
を
詠
出
し
た
と
い

う
の
は
、
錯
乱
も
は
な
は
だ
し
い
こ
と
に
な
る
。

と
し
て
、
第
二
類
本
家
集
を
座
右
に
置
い
て
本
文
の
補
遺
を
は
か
っ
た
第
一
類

本
編
著
が
、
お
そ
ら
く
そ
れ
が
第
二
類
本
「
よ
こ
め
を
も
」
の
歌
で
一
葉
が
終

る
写
庫
で
あ
っ
た
た
め
、
次
の
一
葉
が
い
き
な
り
詞
書
を
欠
い
て
和
歌
か
ら
書

き
出
さ
れ
て
い
た
の
で
、
そ
の
間
に
是
非
r
紫
式
部
集
し
の
中
に
加
え
て
お
き

た
い
と
思
う
歌
を
は
さ
み
こ
ん
だ
も
の
と
推
察
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
の
考
え
方
は
、
か
な
り
悪
意
的
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
1
1
8
の
詞
書
が
、
式

部
な
ら
ぬ
余
人
の
よ
く
な
し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、

1
1
5
～
1
1
9
を
増
補
と
す
る
な
ら
ば
‥
そ
の
挿
入
の
仕
方
は
余
り
に
も
拙
劣
で
は
な

い
か
。
河
内
山
氏
の
言
わ
れ
る
如
く
、
秋
の
月
を
詠
ん
だ
1
1
4
・
1
2
0
が
二
首
一
連

の
歌
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
何
故
一
連
の
歌
を
分
断
し
て
ま
で
五
首
の
歌

を
挿
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
1
1
5
が
寛
弘
五
年
九
月
九

日
の
歌
で
あ
り
、
1
1
9
が
同
年
十
一
月
中
旬
の
歌
で
あ
る
こ
と
は
日
記
に
よ
り
明

ら
か
で
あ
る
か
ら
、
1
1
5
～
1
1
9
を
1
2
0
の
「
秋
の
月
影
」
の
歌
の
後
に
挿
入
す
る
か
、

ま
た
は
、
日
記
中
の
所
載
順
に
従
っ
て
、
寛
弘
五
年
十
一
月
二
十
三
日
の
豊
明

節
会
の
日
に
詠
ま
れ
た
1
0
0
の
歌
の
前
に
置
く
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
す
れ
ば
、
「
又
、
い
か
な
り
L
に
か
」
の
詞
書
を
新
た
に
付
加
す
る
必
要
も
生

じ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
不
自
然
さ
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
、
河
内

山
氏
は
、
1
1
4
の
歌
で
一
葉
が
終
っ
て
い
た
と
の
推
測
を
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
こ
う
し
た
無
理
な
想
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、

こ
の
増
補
説
の
矛
盾
が
露
呈
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

翻
っ
て
考
え
る
に
、
1
1
4
と
1
2
0
は
そ
も
そ
も
二
首
一
連
の
歌
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
1
1
4
の
歌
は
難
解
で
あ
る
が
、
月
見
の
夜
訪
れ
て
こ
な
か
っ
た
男
（
お
そ
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ら
く
は
夫
宣
孝
）
が
翌
朝
弁
解
が
ま
し
い
こ
と
を
言
っ
て
き
た
時
の
、
恨
み
、

反
発
入
り
交
っ
た
答
歌
で
あ
ろ
う
。
1
2
0
の
歌
は
「
何
ば
か
り
心
づ
く
L
に
な
が

め
ね
ど
」
と
詠
む
が
、
月
見
の
夜
、
夜
離
れ
の
夫
を
空
し
く
待
つ
女
は
、
物
思

い
の
限
り
を
尺
、
す
の
で
は
な
い
か
。
時
季
は
「
飽
き
」
と
通
う
「
秋
」
な
の
で

あ
る
か
ら
、
尚
更
で
あ
る
。
1
1
4
の
歌
．
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
「
秋
の
日
影
」
を

「
何
ば
か
り
心
づ
く
L
に
な
が
め
ね
ど
」
と
は
、
到
底
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
じ
く
秋
の
月
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
1
1
4
と
1
2
0
の
歌
を
簡
単
に
一
く

く
り
に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
1
0
9
～
1
1
4
が
男
の
夜
離
れ
に
関
す
る
歌

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
1
2
0
は
物
思
い
の
身
を
述
懐
し
た
歌
で
あ
っ
て
、
宮
仕
え

を
「
す
ま
ひ
憂
し
」
と
す
る
1
2
1
・
1
2
2
の
贈
答
、
こ
の
世
の
憂
さ
を
友
と
詠
み
交

し
た
1
2
3
～
1
2
5
の
贈
答
へ
と
、
自
然
な
展
開
を
と
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
か
く
考

え
れ
ば
、
1
1
5
～
1
1
9
は
一
つ
の
独
立
し
た
歌
群
と
し
て
、
も
と
も
と
集
中
の
こ
の

場
所
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
類
本
が
こ
の
歌
群
と
1
2
0

の
詞
書
を
欠
く
の
は
、
両
系
分
岐
後
の
第
二
類
本
に
お
け
る
脱
落
で
あ
る
。

四

1
1
5
～
1
1
9
の
「
菊
の
霜
」
歌
群
を
除
け
ば
、
家
集
所
載
の
日
記
重
出
歌
は
す
べ

て
年
暗
順
－
日
記
記
載
順
に
配
列
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
ご
と
を

も
っ
て
し
て
こ
の
歌
群
の
増
補
を
論
ず
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
各
歌
が
ほ
ぼ

年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
前
半
部
と
異
な
り
、
後
半
部
が
必
ず
し
も
年
代
順

配
列
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
宮
仕
え
生
活
歌
群
と
宣
孝
関
係
歌
群
が
交
錯

し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
既
に
明
ら
か
で
あ
る
し
、
宮
仕
え
生
活
歌
群

の
内
部
に
も
、
、
必
ず
し
も
年
代
順
配
列
の
原
則
が
貫
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

用
～
1
0
8
の
宮
仕
え
生
活
歌
群
の
う
ち
、
唯
一
の
日
記
所
載
歌
で
あ
る
畑
が
、
寛

弘
五
年
十
一
月
二
十
三
日
、
豊
明
の
節
会
の
日
の
歌
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
卯

月
ま
で
桜
が
散
り
残
っ
て
い
る
と
い
う
稀
代
な
例
を
詠
ん
だ
1
0
4
・
1
0
5
が
、
寛
弘

四
年
の
詠
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
岡
一
男
氏
の
綿
密
な
考
証
が
あ
〈
響
ま

た
、
1
0
0
は
、
他
の
日
記
所
載
歌
と
は
切
り
離
さ
れ
て
、
単
独
で
1
0
0
～
1
0
8
の
歌
群

の
最
初
に
置
か
れ
て
い
る
し
、
寛
弘
五
年
十
月
の
水
鳥
の
詠
や
同
年
歳
暮
の
詠

の
如
く
、
日
記
所
載
歌
で
あ
り
な
が
ら
当
初
よ
り
家
集
に
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

と
思
わ
れ
る
歌
も
あ
る
。
し
て
み
る
と
、
式
部
は
、
家
集
を
編
纂
す
る
に
あ
た

っ
て
、
必
ず
し
も
日
記
所
載
歌
を
一
ま
と
ま
り
の
も
の
と
し
て
は
扱
わ
ず
、
む
し

ろ
家
集
の
内
な
る
方
法
に
従
っ
て
、
随
意
に
集
中
に
位
置
せ
し
め
た
の
だ
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
敦
成
親
王
誕
生
賀
歌
群
と
で
も
称
す
べ
き
8
7
～
9
0
の
歌
や
、

宮
仕
え
生
活
に
あ
っ
て
主
家
筋
や
同
僚
女
房
と
の
か
か
わ
り
で
詠
ま
れ
た
1
1
5
～

1
1
9
の
歌
を
、
機
械
的
な
年
代
順
配
列
に
よ
ら
ず
、
別
の
歌
群
に
分
け
、
集
中
に

お
け
る
意
味
を
そ
れ
ぞ
れ
に
付
与
し
た
と
こ
ろ
に
、
編
者
紫
式
部
の
家
集
に
対

す
る
考
え
方
が
反
映
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
要
約
す
れ
ば
、
式
部
自
接
の
家
集
の
原
形
に
お
い
て
は
、
日
記
に
重

複
す
る
部
分
は
、
ほ
ぼ
現
在
の
第
一
顆
本
の
形
態
の
通
り
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
、
法
華
三
十
講
歌
群
が
現
存
第
一
類
本
と
同
じ
く
七
首
の
歌
を
擁

し
て
い
た
か
ど
う
か
は
さ
だ
か
で
な
い
。
そ
れ
が
、
伝
写
の
間
に
、
第
一
、
二

類
本
共
通
の
租
本
の
段
階
で
法
華
三
十
講
歌
群
に
摘
傷
脱
落
を
生
じ
、
両
系
分

岐
後
に
、
第
一
、
二
類
本
が
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
補
修
を
行
っ
た
。
両
系
統
本
に

お
い
て
補
修
の
資
料
と
さ
れ
た
の
は
、
現
存
日
記
冒
頭
部
以
前
に
合
綴
さ
れ
て

い
た
（
仮
称
）
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
」
で
あ
っ
た
が
、
第
一
類
本
7
5
・
7
6
の

水
鶏
の
贈
答
も
、
こ
の
時
、
同
一
資
料
か
ら
捕
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
類

本
が
1
1
5
～
1
1
9
の
「
菊
の
露
」
歌
群
を
欠
く
の
は
、
こ
の
系
統
に
お
け
る
独
自
の

脱
落
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
第
二
類
本
付
載
の
「
日
記
歌
」
が
編
ま
れ
た
の
は
、

第
二
類
本
家
集
が
「
菊
の
露
」
歌
群
を
脱
落
さ
せ
て
後
、
日
記
の
方
も
、
現
存

12



冒
頭
部
の
前
に
あ
っ
た
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
」
が
前
半
部
と
後
半
部
と
に

分
れ
、
後
半
部
の
中
宮
御
堂
詣
で
の
記
事
以
後
が
、
現
在
の
位
置
に
移
動
し
て

後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
紫
式
部
は
家
集
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
単
な

る
年
代
順
配
列
で
も
、
．
ま
た
類
纂
的
方
法
で
も
な
い
、
家
集
の
〝
内
な
る
方
法
〟

に
よ
っ
て
歌
を
配
列
す
る
こ
と
を
試
み
た
か
の
如
く
で
あ
る
。
そ
の
”
方
法
〟

が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
考
え
ね
ば
楚
b
な

い
が
、
式
部
眉
身
の
中
に
は
、
自
ら
の
家
集
を
詠
草
の
集
成
と
い
う
に
と
ど
ま

ら
な
い
、
そ
れ
自
体
独
立
し
七
一
箇
の
作
品
と
し
て
完
成
さ
せ
よ
う
と
す
る
意

図
が
働
い
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
方
法
が
式
部
に
よ
っ
て
貫
徹

さ
れ
た
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
し
、
後
世
の
編
者
に
十
分
に
理
解
さ
れ
た
と
も

思
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
私
家
集
な
る
形
態
に
終
に
免
れ
え
な
い
宿
命
で
は
あ

っ
た
。た
だ
、
r
紫
式
部
集
L
の
場
合
に
は
、
一
方
に
r
紫
式
部
日
記
し
な
る
作
品
が

厳
然
と
し
て
あ
り
、
日
記
中
の
歌
の
す
べ
て
が
家
集
に
収
め
ら
れ
て
は
い
な
い

こ
と
が
吼
ら
か
で
あ
っ
た
た
め
、
後
世
の
編
者
も
あ
え
て
悪
意
的
な
増
補
を
行

う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
第
一
類
本
の
増
補
と
考
え
ら
れ
て
い
る
法
華
三
十
詩

歌
群
が
、
実
は
補
修
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
類
本
付
朝
の
「
日
記
歌
」
が
、

集
中
へ
の
増
補
で
は
な
く
、
付
載
・
追
記
と
い
う
形
を
と
っ
た
点
に
も
、
こ
の

間
の
事
情
が
よ
く
う
か
が
え
る
。
か
く
孝
え
れ
ば
、
r
紫
式
部
集
」
の
原
形
態
の

追
究
は
、
ま
ず
従
来
の
増
補
論
の
見
直
し
か
、
b
始
め
．
↓
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

注
（
1
）
岡
一
男
r
源
氏
物
語
の
基
礎
的
研
究
し
一
七
七
～
一
七
八
頁
。
竹
内
美

千
代
r
紫
式
部
集
評
釈
二
一
〇
九
頁
。
清
水
好
子
「
文
体
を
生
む
も
の
紫

式
部
論
」
r
国
文
ぎ
第
1
5
巻
6
号
　
昭
和
4
5
・
5
。
南
波
浩
「
紫
式
部
集

の
研
究
翳
欄
蔓
二
三
五
～
二
四
〇
頁
。

（
2
）
伝
本
お
よ
び
伝
本
系
統
の
名
称
は
、
注
（
1
）
掲
出
の
r
紫
式
部
集
の

研
究
餉
相
欄
蔓
に
よ
る
。

（
3
）
池
田
亀
鑑
r
紫
式
部
日
記
L
七
一
頁
お
よ
び
七
四
頁
。

2　2　3

の
書
　
七
一
頁
。

の
書
　
二
三
四
頁
。

の
書
　
四
一
三
～
四
二
一
頁
。

（
7
）
以
下
、
算
用
数
字
で
示
す
歌
番
号
は
‥
注
（
2
）
　
の
書
「
諸
本
梗
異
」

の
統
一
番
号
で
あ
る
。
論
述
の
都
合
上
、
諸
氏
の
論
考
で
用
い
ら
れ
た
歌

番
号
も
、
す
べ
て
こ
の
統
一
番
号
に
改
め
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
家
集

本
文
の
引
用
は
、
第
一
類
本
は
岩
波
文
庫
r
紫
式
部
集
」
の
「
校
定
紫
式

部
集
（
定
家
本
系
）
」
に
、
第
二
類
本
お
よ
び
第
二
類
本
付
載
の
「
日
記
歌
」

は
新
潮
日
本
古
典
集
成
に
よ
り
、
日
記
本
文
の
引
用
は
日
本
古
典
文
学
全

集
に
よ
っ
た
。

（
8
）
　
「
儲
式
部
日
記
考
－
日
記
歌
に
よ
る
日
記
の
原
形
推
定
は
不
可
能
な
る

か
ー
」
r
国
語
と
国
文
学
L
第
1
3
巻
1
1
号
　
昭
和
1
1
・
1
1
。

（
9
）
石
村
正
二
「
紫
式
部
日
記
の
原
形
と
現
存
形
態
（
上
）
－
そ
の
昔
欠
部
分

に
つ
い
て
－
」
r
国
語
L
第
4
巻
1
号
　
昭
和
3
0
・
8
。

（
1
0
）
拙
稿
「
中
宮
土
御
門
殿
滞
在
記
の
想
定
－
紫
式
部
日
記
の
形
式
過
程
－
」

r
国
語
と
国
文
学
L
第
5
5
巻
1
号
　
昭
和
5
3
・
1
。

（
1
1
）
　
「
紫
式
部
集
の
編
者
」
r
国
文
学
二
関
西
大
学
）
第
4
6
号
　
昭
和
4
7
・

3
0

（
ほ
）
菅
野
美
恵
子
「
紫
式
部
集
の
成
立
－
そ
の
構
造
に
関
す
る
考
察
を
中
心
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と
し
て
－
」
r
同
志
社
国
文
学
」
第
9
号
　
昭
和
4
9
・
2
。
河
内
山
清
彦

「
紫
式
部
集
の
成
立
と
流
布
（
三
）
－
第
二
類
古
本
系
統
の
先
行
を
論
じ
て

紫
式
部
日
記
の
首
欠
と
日
記
歌
の
成
立
に
及
ぶ
－
L
 
r
青
山
学
院
女
子
短

期
大
学
紀
要
」
第
2
8
輯
　
昭
和
4
9
・
1
1
　
の
ち
一
部
改
稿
し
て
r
紫
式
部

集
・
紫
式
部
日
記
の
研
究
し
所
収
。
上
田
記
子
「
紫
式
部
集
と
紫
式
部
日

記
－
成
立
論
か
ら
み
た
関
係
1
」
r
同
志
社
国
文
学
L
第
1
1
号
　
昭
和
5
1

・
2
。
久
保
木
寿
子
「
紫
式
部
集
の
増
補
に
つ
い
て
」
（
上
）
（
下
）
r
国

文
学
研
究
し
第
6
1
・
6
2
集
　
昭
和
5
2
・
3
　
昭
和
5
2
・
6
。

（
曇
　
「
紫
式
部
集
二
類
本
二
類
本
の
関
係
及
び
日
記
歌
の
成
立
に
か
か
わ

る
一
仮
説
」
r
中
世
文
芸
」
第
4
5
号
　
昭
和
4
4
・
1
1
。

（
1
4
）
拙
稿
「
紫
式
部
日
記
に
お
け
る
歌
の
場
面
に
つ
い
て
」
　
r
同
志
社
国
文

学
L
第
．
8
号
　
昭
和
4
8
・
2
。
お
よ
び
「
日
記
と
家
集
の
問
－
紫
式
部
日

記
と
紫
式
部
集
－
」
　
r
中
古
文
学
L
第
2
0
号
　
昭
和
5
2
・
1
0
。

（
堂
注
（
1
1
）
　
に
同
じ
。

（
望
　
「
紫
式
部
集
と
紫
式
部
日
記
－
共
通
部
分
の
比
較
を
視
点
と
し
て
－
」

r
川
瀬
一
馬
博
士
古
稀
記
念
国
語
国
文
学
論
文
集
L
　
（
昭
和
5
4
・
ほ
）
　
の

ち
r
紫
式
部
集
・
紫
式
部
日
記
の
研
究
し
所
収
。

（
堂
　
「
紫
式
部
集
の
復
元
と
そ
の
恋
愛
歌
」
r
文
学
し
第
3
3
巻
2
号
　
昭
和
4
0

2
　
の
ち
r
王
朝
文
学
の
研
究
し
所
収
。

（
空
注
（
堂
の
同
氏
論
文
。

（
一
望
注
（
1
8
）
の
書
一
二
三
～
一
二
五
頁
。

－
　
大
阪
成
疎
女
子
短
期
大
学
教
授
　
－

24　23　22　211918

「
源
氏
物
語
の
基
礎
的
研
究
二
二
四
五
頁
。

（
2
0
）
注
（
1
0
）
　
に
同
じ
。

校
異
は
注
（
2
）
　
の
書
に
よ
る
。

注
（
1
7
）
　
に
同
じ
。

「
紫
式
部
集
評
釈
し
一
七
四
頁
。

r
紫
式
部
集
の
解
釈
と
論
考
L
二
〇
六
頁
。

（
会
員
近
著
紹
介
）

「
公
任
集
全
訳
二
悪
監
　
7
）

伊
井
　
春
樹

津
本
　
信
博
共
著

新
藤
　
協
三

榊
原
政
春
氏
蔵
の
榊
原
家
本
を
底
本
と
し
、
島
原
松
平
文
庫
本
、
宮
内
庁
書

陵
部
本
な
ど
十
四
本
を
対
象
に
し
、
底
本
に
対
す
る
増
補
歌
も
含
め
た
歌
の
出

入
り
を
解
説
で
明
示
し
、
公
任
集
の
構
成
と
成
立
、
歌
の
配
列
、
公
任
歌
と
集

と
の
関
係
な
ど
を
述
べ
、
集
中
の
「
大
殿
」
の
呼
称
、
詠
作
年
時
と
集
の
成
立
、

歌
風
、
表
現
、
公
任
周
辺
の
人
物
な
ど
、
多
角
的
な
解
説
を
付
す
る
。
全
釈
は
、

通
釈
、
語
釈
、
参
考
の
三
項
に
ま
と
め
る
。
巻
末
に
初
句
索
引
、
事
項
索
引
、

文
献
目
録
を
付
す
。
パ
ソ
コ
ン
に
入
力
し
た
デ
ー
タ
を
レ
ー
ザ
プ
リ
ン
タ
で
印

字
し
、
そ
れ
を
版
下
に
す
る
方
法
で
作
ら
れ
て
い
る
点
も
、
今
後
の
学
術
書
の

印
刷
に
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
平
成
元
年
五
月
、
風
間
書
房
刊
。
A
五
版
、
四
五
四
ペ
ー
ジ
、
定
価
、
八
二

四
〇
円
）
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